
わ

地
区
が
限
界
集
落
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
に
は
、
旧
住

友
金
属
の
関
連
会
社
の
団

地
が
立
地
し
、
紀
美
野
町

で
最
も
人
口
が
多
い
下

佐
々
地
区
が
含
ま
れ
て
い

る
ほ
か
、
他
に
人
口
の
多

い
小
畑
・
動
木
両
地
区
も

高
齢
化
率
が
50
％
に
迫
っ

て
お
り
、
高
齢
化
が
町
の

中
心
部
に
も
及
ん
で
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

旧
美
里
町
域
で
は
過
半

数
の
地
区
が
限
界
集
落
と

な
っ
て
お
り
、
な
か
に
は

約
90
％
か
ら
１
０
０
％
と

Vol.303
2023.1.20

和歌山を創る新聞

かつく隔週金曜掲載
　　　 認定特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

の
時
期
以
降
次
々
に
転
出

す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
る
５
年
ご
と
に
約

10
％
人
口
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

学
区
ご
と
に
み
る
と

　

現
在
紀
美
野
町
に
は
小

学
校
が
休
校
中
を
除
き
３

校
あ
り
ま
す
。
そ
の
小
学

校
区
ご
と
に
年
少
・
生
産
・

高
齢
人
口
を
集
計
し
た
の

が
下
表
で
す
。

　

総
人
口
の
減
少
が
進
む

な
か
、
高
齢
人
口
の
減
少

も
一
部
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
2
0
2
0
年
ま
で
の

10
年
間
で
、
小
川
小
学
校

区
で
年
間
で
約
９
％
、
下

神
野
小
学
校
区
で
は
約

15
％
、
高
齢
人
口
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
野
上
小
学

校
区
で
は
約
10
％
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
全

体
の
高
齢
人
口
は
ほ
ぼ
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
早

晩
、
野
上
小
学
校
区
で
も

高
齢
人
口
の
減
少
が
始
ま

る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

年
少
人
口
に
つ
い
て
は

高
齢
人
口
以
上
に
減
少
幅

が
大
き
く
、
野
上
小
学
校

昭
和
中
期
に
減
少
期
が

　

紀
美
野
町
は
旧
野
上
町

と
紀
美
野
町
が
合
併
し
て

で
き
た
自
治
体
で
す
。
右

図
は
、
１
９
５
５
年
か
ら

の
人
口
推
移
で
す
。

　

合
併
前
は
旧
野
上
町
と

旧
美
里
町
の
人
口
の
合
計

と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
２
万
人
を
超
え
て
い

た
人
口
が
年
々
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
特
に
１
９
５
５
年
か

ら
の
わ
ず
か
10
年
で
約
４

千
人
の
減
少
が
み
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
後
、
1
9
7
0
年

〜
１
９
８
０
年
代
は
減
少

幅
が
非
常
に
緩
や
か
に
な

り
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
旧

住
友
金
属
の
関
連
会
社
の

団
地
が
旧
野
上
町
内
に
建

設
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
人

口
動
向
に
影
響
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

再
び
人
口
が
急
減

　

い
っ
た
ん
人
口
減
少
が

緩
や
か
だ
っ
た
こ
の
地
域

で
す
が
、
90
年
代
以
降
に

再
び
大
き
な
減
少
を
迎
え

ま
す
。
70
〜
80
年
代
に
転

入
し
た
層
の
子
ど
も
が
こ

人口割合の 変化を見る…紀美野町編
　2010 年・2015 年・2020 年の 3 回の国勢調査の結果をもとに、地域別の人口割合の変化をみるシリーズ。5 回目は紀美野町です。わかやま新報購読エ
リアで最後の登場となります。和歌山県内でも人口減少率が特に大きい自治体のひとつですが、地区ごとに違いはあるのでしょうか。

2006 年の 2 町合併
以前のデータは旧野
上町・旧美里町の人
口の合計。
出典：国勢調査

【集計方法】2010 年・2015 年・2020 年の国勢調査の小地域集計結果に基づき、紀美野町の人口を小学校区ごとに分
類してわかつく編集部が独自に集計しています。各小学校区に含まれる地区は以下の通りです。
　野　上 … 下佐々、動木、小畑、柴目、長谷、吉野、東野、西野、釜滝、松瀬、国木原
　小　川 … 福井、奥佐々、中田、梅本、坂本
　下神野 … 福田、神野市場、野中、安井、南畑、箕六、樋下、永谷、上ケ井、三尾川、大角、津川、明添、鎌滝、赤木、高畑、桂瀬、
今西、松ケ峯、菅沢、田、谷、中、滝ノ川、毛原下、小西、毛原中、毛原宮、毛原上、長谷宮、井堰、蓑垣内、真国宮、蓑津呂、
花野原、初生谷、北野、円明寺、勝谷、四郷

　※ 上記のほか、紀美野町には野上小学校柴目長谷分校と毛原小学校がありますが、2 校とも休校中のため、現在開
校されている小学校 3校で集計しています。

区
で
約
33
％
、
下
神
野
小

学
校
区
で
約
40
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
川

小
学
校
区
で
年
少
人
口
は

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
総
人
口

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
年
少
人
口
割
合
は
相
対

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

中
心
部
に
も
限
界
集
落

　

65
歳
以
上
の
高
齢
人
口

が
50
％
を
超
え
る
地
区
が

「
限
界
集
落
」
の
定
義
で

す
。
２
０
２
０
年
時
点
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析
し

ま
す
と
、
紀
美
野
町
に
あ

る
56
地
区
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
６
割
に
あ
た
る
31

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー

い
う
地
域
も
み
ら
れ
ま

す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
今
後

　

現
在
紀
美
野
町
で
は
、

町
内
全
て
の
中
学
校
を
現

在
の
野
上
中
学
校
に
統
合

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
紀
美
野
町
は
東

西
に
広
く
、
町
の
東
端
か

ら
の
通
学
距
離
は
20
キ
ロ

を
超
え
ま
す
が
、
生
徒
数

の
減
少
を
考
え
る
と
や
む

を
得
な
い
側
面
も
大
き
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
総
合
病
院

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
町
の
西
端
に
位
置
す
る

な
ど
、
住
民
生
活
を
送
る

な
か
で
、
町
内
で
の
「
東

西
格
差
」
に
ど
う
対
応
す

る
か
が
短
期
的
な
課
題
と

な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
中
長
期
的
に

は
「
村
じ
ま
い
」
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
地
域
も
出
て

き
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

行
政
が
担
う
公
共
的
サ
ー

ビ
ス
を
ど
う
提
供
す
る

か
、
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
に
な
る
時
期
が
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
志
場
久
起
）

年少
人口

生産
人口

高齢
人口

合計
年少
人口

生産
人口

高齢
人口

合計
年少
人口

生産
人口

高齢
人口

合計

878 5,474 4,039 10,391 707 4,433 4,065 9,206 585 3,662 4,009 8,256

8.4% 52.7% 38.9% 100.0% 7.7% 48.2% 44.2% 100.0% 7.1% 44.4% 48.6% 100.0%

571 3,566 2,277 6,414 460 2,850 2,460 5,771 381 2,370 2,492 5,243

8.9% 55.6% 35.5% 100.0% 8.0% 49.4% 42.6% 100.0% 7.3% 45.2% 47.5% 100.0%

55 365 279 699 56 304 268 628 52 247 253 552

7.9% 52.2% 39.9% 100.0% 8.9% 48.4% 42.7% 100.0% 9.4% 44.7% 45.8% 100.0%

252 1,543 1,483 3,278 191 1,279 1,337 2,807 152 1,045 1,264 2,461

7.7% 47.1% 45.2% 100.0% 6.8% 45.6% 47.6% 100.0% 6.2% 42.5% 51.4% 100.0%

小川

下神野

2010年 2015年 2020年

町全体

野上

1955 年
1960 年
1965 年
1970 年
1975 年
1980 年
1985 年
1990 年
1995 年
2000 年
2005 年
2010 年
2015 年
2020 年

21,743
19,479
17,818
16,148
15,687
15,625
15,037
14,215
13,378
12,387
11,643
10,391
9,206
8,256

紀美野町の人口推移

https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバーPDF版を掲載中。
スマートフォンからもご覧いた
だけるようになりました。

わかやまSDGsパートナーシップ基金
へのご寄附のお願い

みんなの力でSDGs実現を！

　国連で採択された「SDGs（持続可能な開発目標）」の達成には、世界のあら
ゆる国、あらゆる主体が参画することが求められています。ここ和歌山の地で、
SDGs 達成に向けた取り組みを進める産・官・学・民の連携を進めるための基
金「わかやま SDGs パートナーシップ基金」を発足しています。
　今年度は、SDGs ゴール 3「すべての人に健康と福祉を」に向けて活動する県
内のNPO・ボランティア団体を応援します。

1. 本事業の趣旨に賛同いただいた和歌山県内外の個人・企業のみなさまから、1 口 3,000 円でご寄附
　のご協力をお願いします。
　昨年度は 72 件 95 口、285,000 円のご協力をいただきました。

2. 集まったご寄附の額を元に助成事業枠を設定し、支援を希望する NPO・ボランティア団体の募集
　を行います。
　昨年度は 3 万円 ×10 団体＝合計 30 万円の助成枠を設定し、募集を実施。40 件を超えるご応募を
いただきました。

3. わかやま NPO センターが設置する審査委員会（外部委員を含みます）による審査をおこない、支
　援の優先度合いが高いと判断された団体に助成を実施します。
　支援件数はご寄附の集約状況により変動しますが、今年度も 3 万円 ×10 団体程度の支援を計画し

事業の流れ

▶ 1 口 3,000 円から受け付けます。現金によるお支払いのほか、銀行振込（振込手数料はご負担くだ

　さい）、クレジットカード決済（振込手数料はかかりません）がご利用いただけます。

▶ 次年度以降も継続してご支援いただける場合は銀行口座からの自動引落、クレジットカードから

　の継続決済のご利用が可能です。詳しくはお問い合わせください。

▶ 本基金へのご寄附は寄附金税制の対象となります。

ご支援の方法

　ています。

4. ご寄附いただいた方には、翌年 1 月頃に寄附金受領証明書をお送りします。確定申告により所得
　税等の控除が受けられます。

5. 事業終了後、各助成先の取り組みを公開します。
　昨年度助成先の取り組み事例はこちらから ▶

　くわしくは専用ウェブサイトをご覧ください。クレジットカード決済によるご寄附申し
込みフォームもございます。https://wnc.jp/works/sdgsfund

【運営】
　認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
　TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355　E-mail info@wnc.jp
　【事務所不在時、電話は和歌山県NPOサポートセンターに転送されます】

SDGsパートナーシップ基金
助成受付について
　左記のご寄附を原資にした

今年度のSDGsパートナーシッ

プ基金の助成先公募はまもな

く開始予定です。

　今年度は SDGs ゴール 3「す

べての人に健康と福祉を」の

達成に向けて取り組む活動に

対する助成を実施します。

　詳細が決まりましたら、本

紙面や左記の専用ウェブサイ

ト等でご案内いたします。

　多くのご応募をお待ちして

おります！

　


